
TAKATA-U15

★
主役は君だ
※U15とは…15歳以下の子ども達のこと

を意味します

このコーナーでは日ごろ、大会などでの好成績を
目指し市内で練習に励んでいる子ども達を紹介し
ます。

　試合のときには、チームのみんなで
協力し合って諦めないでやりきれること
がチームの強みです。
　12月で３年生は引退しますが、最後
まで全力で楽しみながら勝てるように頑
張ります。

チーム名 （学校名）

代表

Esperazul いわて陸前高田VBC

及川 克政 さん

おいかわ かつまさ

種目 バレーボール

チームスローガン つなぐ

団員12人

泉　琉愛 さん

（３年）

住田中学校
いずみ る　　い

キャプテンからのコメント

エ ス ペ ラ ス ー ル

キムチ汁

　キムチのピリッとした辛味が食欲をそそり、一年
中おいしくいただけるメニューです。学校給食では、
低学年でも食べやすいように、みそ味をベースにキ
ムチの量を調整しています。お好みによって、白菜、
もやし、きのこや魚介類などを使用して、アレン
ジを楽しめます。
　キムチは、さまざまな健康効果が期待できます
ので、ご家庭でもぜひお試しください。

❶ 豚肉と豆腐は一口大、えのきたけ・にら・しらたき
は、食べやすい大きさに切る。

❷ 水に、いちょう切りにした人参と大根を入れて煮る。
❸ ❷に豚肉、えのきたけ・しらたき・豆腐を加えて、煮
えたらキムチを汁ごと入れてひと煮する。

❹ 🅐🅐で調味して味を整えたら、にらを加えてさっと煮
てできあがり。

豚もも肉 .............. 80ｇ
木綿豆腐......... １/３丁
白菜キムチ........... 25ｇ
大根 ....................100ｇ
人参 ...................... 40ｇ
えのきたけ........... 30ｇ
にら....................... 25ｇ
しらたき............... 50ｇ

材料 （４人分）

作り方

問い合わせ先 学校給食センター ☎0192（55）2073

［1人分］
エネルギー...80kcal食塩相当量...1.1g

今月の

おすすめ

レシピ 給食の人気メニュー！

　　酒 ..........................大さじ１/２
　　みりん.................... 小さじ１弱
　　濃口しょうゆ .........　  〃  　
　　赤色辛みそ......................10ｇ
　　淡色辛みそ.....................   〃 
　　中華だし（顆粒）...大さじ１/２
　　水 ...............................３カップ

🅐🅐

※市内医療機関および金融機関等の事業所で、広報りくぜんたかたを購読希望の場合は左記発行元へご連絡ください。
※広報りくぜんたかた 11月号（№1200）の印刷経費は１部 144.84円（税抜き）、発行部数は 7,250部です。
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特 集

地域の伝統を
今に受け継ぐ
式年大祭

高田町の式年大祭
※関連ページ（Ｐ３）

陸前高田市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

伝
統
の

　風
流
山
車
を

　
　
　
　後
世
へ



地域の伝統を
今に受け継ぐ 式年大祭たかた やはぎ

　
10
月
19
日
㈰
、
高
田
町
で

は
氷
上
神
社
と
天
照
御
祖
神

社
の
合
同
式
年
大
祭
が
10
年

ぶ
り
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
両
神
社
そ
れ
ぞ

れ
で
大
祭
式
を
挙
行
し
た

後
、
氷
上
神
社
を
出
発
し
た

行
列
と
、
天
照
御
祖
神
社
の

行
列
が
本
丸
公
園
下
で
合
流

し
、
約
２
０
０
人
の
大
行
列

と
な
り
ま
し
た
。

　
15
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
風

流
山
車
に
は
、
震
災
前
に

扱
っ
て
い
た
『
源げ

ん
九く

郎ろ
う
義よ
し
経つ
ね

中ち
ゅ
う
そ
ん
じ

尊
寺
入に
ゅ
う
ざ
ん山
之の

躰く

』の
一
場

面
の
人
形
山
と
米
大
リ
ー
グ

で
活
躍
し
て
い
る
佐
々
木
朗

希
投
手
の
見
返
り
人
形
が
一

緒
に
乗
っ
て
お
り
、
行
列
と

と
も
に
市
街
地
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　
大
祭
協
賛
会
副
会
長
の
坂さ

か

井い

一か
ず
晃あ
き
さ
ん
は
「
15
年
ぶ
り

に
こ
の
形
式
で
の
開
催
と

な
っ
た
が
た
く
さ
ん
の
人
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
成
功
裏

に
開
催
で
き
た
。
現
在
、
風

流
山
車
を
作
れ
る
人
は
５
、

６
人
し
か
い
な
い
の
で
、
今

後
は
勉
強
会
を
開
い
て
製
作

技
術
を
受
け
継
い
で
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し

た
。

　
10
月
13
日
（
月・
祝
）、
矢
作
町
の
天
照

御
祖
神
社
の
五
年
式
年
大
祭
が
10
年
ぶ
り

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
初
開
催
を
予
定
し
て
い
た
12
日
㈰
は

雨
で
順
延
と
な
り
ま
し
た
が
、
13
日
は
天

照
御
祖
神
社
の
境
内
に
同
神
社
の
総
代
や

町
民
ら
約
１
０
０
人
が
参
集
。　

　
御
霊
を
神
輿
に
移
し
た
後
に
、
同
神
社

か
ら
渡と

御ぎ
ょ
行
列
が
出
発
し
、嶋
部
公
民
館
、

矢
作
小
学
校
、
矢
作
・
生
出
地
区
の
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
４
カ
所
の
御お

旅た
び

所し
ょ
で
祭
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
矢
作
小
学
校
の
祭
典
で
は
、
祭
壇
の
前

で
町
民
ら
に
よ
る
虎
舞
や
神
楽
、
さ
ら
に

市
外
出
身
の
大
学
生
な
ど
の
若
者
が
参
加

し
復
活
し
た「
三
ノ
戸
剣
舞
」な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
余
興
が
奉
納
。
祭
典
委
員
長
の
村む

ら

上か
み
隆り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
は
「
延
期
し
な
が
ら
も
10

年
ぶ
り
に
開
催
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
。
大
人
も
子
ど
も
も
た
く
さ
ん
の
人
が

集
ま
り
、
数
々
の
素
晴
ら
し
い
余
興
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
日
は
大
成
功
」

と
表
情
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

23 広報りくぜんたかた2025年（令和７年）11月号広報りくぜんたかた



　
長
年
に
わ
た
り
市
勢
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
、
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
す
た
め
行
わ
れ
て
い
る
市
勢
功
労
者
表
彰
。

　
本
年
は
自
治
教
育
文
化
・
産
業
・
治
安
の
３
分
野
９
人
が
選
ば
れ
、
11
月

６
日
㈭
に
奇
跡
の
一
本
松
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
23
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
の
８
年
間
に
わ

た
り
、
市
議
会
議
員
を
務
め
ま
し
た
。
総
務
常
任

委
員
会
委
員
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
、
市

政
調
査
会
理
事
を
歴
任
し
、
市
勢
発
展
に
尽
力
し

ま
し
た
。

　
平
成
27
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
10
年
間
に
わ

た
り
、
高
田
町
第
１
区
乙
区
長
を
務
め
ま
し
た
。

地
域
住
民
と
行
政
と
の
円
滑
な
行
政
連
絡
事
務
に

取
り
組
み
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し

ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
の
通
算
44
年
間
に
わ
た
り
、
国
勢
調

査
な
ど
の
各
種
統
計
調
査
に
携
わ
り
ま
し
た
。
調

査
の
重
要
性
・
必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
、
調
査

に
当
た
っ
て
は
迅
速
な
報
告
に
努
め
ら
れ
、
統
計

調
査
の
普
及
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
陸
前
高
田

市
野
球
協
会
副
会
長
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
ま
で
同
会
長
、
同
じ
く
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
岩
手
県
野
球
協
会
理
事
を
歴
任

し
、
市
民
の
健
康
増
進
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
24
年
間
に
わ

た
り
、
陸
前
高
田
商
工
会
理
事（
女
性
部
長
）を
務

め
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
期
間
に

は
、
商
工
会
女
性
部
の
早
期
再
開
の
た
め
意
欲
的

に
活
動
す
る
な
ど
、
商
工
業
の
復
旧
・
復
興
に
尽

力
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
15
年
間
に
わ

た
り
、
陸
前
高
田
商
工
会
理
事
を
務
め
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
期
間
に
は
、
会
長
、

副
会
長
を
補
佐
し
、
会
員
事
業
所
と
商
工
会
の
早

期
再
開
の
た
め
意
欲
的
に
活
動
す
る
な
ど
、
商
工

業
の
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
平
成
２
年
に
消
防
団
入
団
以
来
、
34
年
に
わ
た

り
消
防
業
務
に
精
励
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
か
ら

気
仙
分
団
長
、
令
和
３
年
か
ら
消
防
団
本
部
副
団

長
を
歴
任
し
、
団
員
の
指
導
育
成
、
組
織
の
充
実

強
化
、
地
域
住
民
へ
の
防
火
思
想
の
普
及
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
18
年
間
に
わ

た
り
、
陸
前
高
田
商
工
会
理
事
を
務
め
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
期
間
に
は
、
会
長
、

副
会
長
を
補
佐
し
、
会
員
事
業
所
と
商
工
会
の
早

期
再
開
の
た
め
意
欲
的
に
活
動
す
る
な
ど
、
商
工

業
の
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
12
年
間
に
わ

た
り
、
陸
前
高
田
商
工
会
理
事
を
務
め
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
期
間
に
は
、
会
長
、

副
会
長
を
補
佐
し
、
会
員
事
業
所
と
商
工
会
の
早

期
再
開
の
た
め
意
欲
的
に
活
動
す
る
な
ど
、
商
工

業
の
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

故 菅
かん

野
の

 定
さだむ

さん
（享年69）

矢作町(東角地)

横
よこ

澤
さわ

喜
き

一
いち

さん（79）
高田町（鳴石）

及
おい

川
かわ

和
かず

雄
お

さん（76）
気仙町(愛宕下)

金
こん

野
の

ヨシ子
こ

さん（83）
米崎町(川向)

熊
くま

谷
がい

千
ち

洋
ひろ

さん（76）
米崎町(地竹沢)

木
き

村
むら

昌
まさ

之
ゆき

さん（68）
高田町（栃ヶ沢）

令
和
７
年
　
陸
前
高
田
市

市
勢
功
労
者

　

産
業
功
労
者	

（
商
業
）

　

産
業
功
労
者	

（
商
業
）

　

産
業
功
労
者	

（
商
業
）

自
治
教
育
文
化
功
労
者

	

（
市
議
）

自
治
教
育
文
化
功
労
者

	

（
区
長
）

自
治
教
育
文
化
功
労
者

	

（
統
計
）

佐
さ

春
はる

樹
き

さん（77）
米崎町（和野）

とう

原
わら

出
いず

穂
ほ

さん（77）
小友町（中里）

ふじ

細
ほそ

谷
や

夫
お

さん（62）
竹駒町(仲の沢)

たか

　

治
安
功
労
者	

（
消
防
）

　

産
業
功
労
者	
（
商
業
）

自
治
教
育
文
化
功
労
者

	

（
体
育
）
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決 算
令和６年度

一般会計歳出合計 169億7,938万円

歳入

174億

3,215万円

地方交付税（30.6%）

53億2,628万円

国庫支出金（13.7%）

23億8,556万円

繰入金（13.5%）

23億5,964万円

市税（10.6%）

18億4,441万円

県支出金（7.7%）

13億3,986万円

市債（6.6%）

11億5,528万円

寄付金（5.8%）

10億2,029万円

繰越金（3.8%）

６億6,394万円

その他（7.7%）

13億3,689万円

その他（4.7%）

８億471万円

歳出

169億

7,938万円

総務費（25.0%）

42億4,210万円

民生費（22.6%）

38億4,191万円

土木費（13.3%）

22億5,993万円

教育費（12.7%）

21億4,830万円

公債費（7.3%）

12億3,873万円

衛生費（6.0%）

10億1,301万円

農林水産業費（4.4%）

７億4,895万円

消防費（4.0%）

６億8,174万円

歳入 174億3,215万円

対前年度比 △９億 7,329万円（△5.3％）
歳出 169億7,938万円

対前年度比 △７億 6,213 万円（△4.3％）

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

赤字なし 14.01

０%
早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

20.00

赤字なし 19.01 30.00

11.6 25.00 35.00

実質的負担なし

陸前高田市の指標

350.00

財政悪化財政健全

会計名 歳　入 歳　出

国民健康保険（事業勘定） 20億4,624万円 20億2,464万円
国民健康保険（診療施設勘定） １億6,033万円 １億6,033万円
後期高齢者医療 ２億8,371万円 ２億8,371万円
介護保険（保険事業勘定） 25億8,658万円 24億1,663万円
介護保険（介護サービス事業勘定） 2,320万円 2,320万円

問い合わせ先 　市役所財政課財政係（内線324）

※一部、表示金額以下で端数調整をしています。

（　）は構成比です。

　令和６年度、本市は脱炭素先行地域に認
定されました。
　令和７～ 11年度までの５年間にかけて脱
炭素に向けて各種事業を展開します。

一般会計

特別会計

令和６年度の主な実施事業

健全化判断比率

　本市の令和６年度決算がまとまり、市議会で認定されました。
　一般会計は、復旧・復興事業費などの減少により、対前年度比で歳入が5.3％、歳出が4.3％の減となりま
した。歳入の構成比は主に地方交付税が30.6％と最も高く、以下、国庫支出金13.7％、繰入金13.5％となり
ました。歳出の構成比は総務費が25.0％と最も高く、以下、
民生費22.6％、土木費13.3％となりました。
　財政健全化法に基づく判断比率は、国の定める基準を下
回り、財政状況は健全であるという結果が出ました。
　次世代につなげる持続可能なまちづくりをめざし、「陸前
高田市まちづくり総合計画」に基づいた施策を推進すべく、
今後とも適切な予算執行に努めていきます。

　すべての比率で、国の定める基準を下回り、財政状況は健全である

という結果となりました。

来場者で賑わうまちなか広場

奇跡の一本松マラソン開催事業費補助事業

いわて消防指令センター総合整備事業

旧吉田家住宅主屋復旧事業

森林クレジットモニタリング報告書検証事業

ブルーツーリズム推進事業

保育所米飯給食事業

　
新
た
に
奇
跡
の
一
本
松
マ
ラ

ソ
ン
に
名
称
を
変
え
、
コ
ー
ス

な
ど
も
一
新
し
た
本
大
会
の
経

費
を
補
助
し
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
運
用
開
始

予
定
の
消
防
指
令
業
務
の
共
同

化
に
向
け
た
施
設
整
備
に
係
る

経
費
を
負
担
し
ま
し
た
。

　
過
年
度
か
ら
継
続
し
て
実
施

し
て
い
た
岩
手
県
指
定
有
形
文

化
財「
旧
吉
田
家
住
宅
主
屋
」の

復
旧
事
業
は
、
令
和
６
年
度
を

も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。

　
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
に

向
け
た
第
三
者
機
関
に
よ
る
審

査
を
実
施
し
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
」の
取
得

に
伴
い
、
高
田
松
原
海
水
浴
場

内
の
一
部
舗
装
な
ど
の
環
境
整

備
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
給
食
で
の
お
米
の
提
供
を

始
め
ま
し
た
。

●実質赤字比率

　一般会計などの赤字が経常
的な収入に占める割合。
●連結実質赤字比率

　すべての会計の赤字が経常
的な収入に占める割合。
●実質公債費比率

　地方債（国や銀行などから
借りるお金）の返済額が経常
的な収入に占める割合。
●将来負担比率

　将来負担することになって
いる負債額が経常的な収入に
占める割合。
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新しい交通サービスが始まります！

もっと便利に、 もっと自由に

暮らしを支える“新しい交通”の実証実験を開始します！

　市では、市民の皆さんの「買い物に行きたいけど、
家からバス停まで遠い」、「病院の予約時間に合わ
せて移動したい」といった移動に関する悩みを解決
し、より快適で便利な街にするため、新しい交通
サービス 「たかたスマートモビリティ」 の実証実験
を開始します。
　「たかたスマートモビリティ」はルートが固定されておらず、利用者の予定に合わせた時間で予約
が可能な新しい乗り合い交通サービスです。この機会に、ぜひご利用ください。

サービス概要  ※内容は予告なく変更となる可能性があります。
運 行 期 間 ： 令和７年12月～令和８年３月（予定）　※12月30日㈫～１月３日㈯の期間は運休
運 行 時 間 ： 午前８時30分~午後４時30分（正午~午後１時30分は運休）
運 行 エ リ ア ： 高田町・竹駒町・気仙町・矢作町の一部エリア
乗降ポイント ： 約100カ所（バス停、病院、公共・商業施設、ゴミ集積所）
利用対象者 ： どなたでも利用可（事前に電話またはWEBから利用者登録が必要）
車 両 ： ワンボックス型車両（乗車定員９名）
予 約 方 法 ：❶電話 ☎0120（007）742　❷アプリ　❸WEB（市LINEから予約）
　　　　　 　※利用日の７日前から予約できます。
　　　　　 　※ 予約方法の詳細は、広報りくぜんたかた11月お知らせ版（11月19日㈬発行）をご確

認ください。
ご利用は簡単４ステップ

　利用するときは、乗車場所・時間と降車場所を指定し、指定した時間までに乗車場所に行けば、
車両が迎えに来ます。
※予約が混雑している場合などは、遅れることがあります。

予約方法 大人 小学生～高校生
介助者

未就学児
障がいのある人

電話 200円 100円 無料
アプリ・WEB 100円 50円 無料

※障がいのある人が利用するときは、障害者手帳の提示が必要です。

運行エリア

運　　賃

詳細について

　情報は随時、市ホームページで更新します。

運行イメージ

　電話やPC・スマートフォンで好きな時間
に予約可能。エリア内に約100カ所ある乗
降地の中から、皆さんの都合に合わせて利
用できます。

Aさん乗車

Aさん降車

Bさん乗車

Bさん降車

問い合わせ先 　市役所まちづくり推進課生活環境係（内線121）

詳細は
こちら

アプリ/WEB

/電話で簡単予約

好きな時間に

乗れる

AIが最適な

ルートを案内
相乗りでエコ

たくさんの

乗降地

POINTPOINT11 POINTPOINT22 POINTPOINT33 POINTPOINT44 POINTPOINT55

運行時間内で
あればOK

AIオンデマンド交通「たかたスマートモビリティ」の特徴

　予約があった時だけ運行し、利用者の指定した乗降地のみを走るため、無駄のない自由な運行が
特徴です。AI（人工知能）が最適なルートを計算し、皆さんをスムーズに目的地へ送り届けます。

アプリ/WEB

/電話で予約
乗降地へ向かう 車両が来る 目的地に到着

STEP

1
STEP

2
STEP

3
STEP

4

（イメージ図）
※乗降ポイントは太線内の箇所に設置されます。

　期間中、 たかたコミュ

ニティバス西部線（陸前高

田駅〜滝の里、 毎日６便）

は運休となります。
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令和８年度入所申込を受け付けます

市内の保育所（園） ・ 認定こども園

　市では、令和８年度の保育所（園）、認定こども園の入所申し込みを受け付けます。
申込期間 ： 11 月14 日㈮～ 12 月19 日㈮
書類配布場所 ： 利用中の施設または市役所子ども未来課
対象者 ：❶新たに入所を希望する人（５月以降の年度途中の入所希望を含む）
　　　　❷転園を希望する人
　　　　❸市外の施設への入所（広域入所）を希望する人（11月中にお申し込みください）
　　　　❹４月以降も同じ施設での入所を希望する人
申込先 ：❶、❷、❸ ▶ 市役所子ども未来課
　　　　❹ ▶ 利用中の施設

保育所（園）、 認定こども園保育所部門

入所条件 ： 児童の保護者全員が次のいずれかの保育が必要な事由に該当する必要があります。
　　　　　❶就労（パートタイム・居宅内労働も含む）　❷妊娠、出産　❸保護者の病気や障がい
　　　　　❹同居親族の看護や介護　❺災害復旧　❻求職活動　❼就学（職業訓練を含む）　
　　　　　❽虐待やDVのおそれがある　❾育児休業中に既に保育を利用し継続利用が必要である
　　　　　❿市長が認める❶～❾に類する場合
対象年齢および募集施設 ：「令和８年度募集保育施設一覧」のとおり
注意事項 ：  申し込みが多数の場合は、 新たに入所を希望する人、 引き続き入所を希望する人に関わら

ず、 希望する施設に入所できない場合があります。

認定こども園幼稚園部門

入所条件 ： 令和８年４月１日時点で満３歳以上であること
募集施設 ： 高田保育所

保育を必要とする事由の種類 （証明書類が必要となります（就労証明書など））
保育が必要な事由 標準時間 短時間 保育必要量の認定基準など

就 労 ○ ○

標準時間：就労時間が120 時間以上／月
　　　　　（フルタイムを想定）
短 時 間：就労時間が48 時間以上120 時間未満／月
　　　　　（パートタイムを想定）

求 職 活 動 － ○ 認定期間は３カ月間

介 護 ・ 看 護 ○ ○ 標準時間：介護などが120 時間以上／月
短 時 間：介護などが48 時間以上120 時間未満／月

病気、障がいなど ○ ○ 認定期間は医師の診断書記載の期間

就 学
（職業訓練を含む） ○ ○ 標準時間：就学などが120 時間以上／月

短 時 間：就学などが48 時間以上120 時間未満／月

妊 娠 ・ 出 産 ○ ○ 妊娠・出産期間（予定日前６週から出産後８週）

育 児 休 業 － ○ 入所中児童は短時間に変更　※新規入所は不可

そ の 他 ○ ○ 市長が他の認定基準に類すると認めた事由など

保育必要量の認定区分 （保護者の就労時間などによって保育施設を利用できる時間が変わります）
区　分 利用できる時間

保育標準時間 １日11時間の枠の中で保育を必要とする時間

保 育 短 時 間 １日８時間の枠の中で保育を必要とする時間

※保育標準時間の場合も、保育時間は原則８時間となります。
※超過した場合は延長利用料が発生します。
※保育短時間は、標準時間よりも保育料が安くなります（課税状況や世帯状況によって異なります）。

利用者負担額 （保育料）
❶０～２歳児のうち第一子の児童：月額1万2,800円～３万６千円
　　　　　　　　　　　　　　　　（保護者が負担する市民税額をもとに年２回算定します）
❷３歳以上児、０～２歳児のうち第二子以降の児童、非課税世帯など：無料

市内施設見学会について

　令和８年度新規入所希望者を対象に各施設の見学会を行います。
日程 （所要時間45 ～ 60分程度）

期　日 日　程 施　設
11月13日㈭ 午前９時30分～ 小友保育所、高田保育所、気仙保育所、米崎保育園、横田保育園

11月19日㈬ 午前９時30分～ 広田保育園、竹駒保育園、下矢作保育園

申込方法 ： 申し込みフォームから申し込み
申込期限 ： 開催日の２日前

令
和
８
年
度
募
集
保
育
施
設
一
覧

施設名 所在地 対象年齢（入所時点）

公　立

小友保育所 小友町字柳沢前114番地 生後８カ月～５歳児

高田保育所
（認定こども園）

保育所部門
高田町字中和野36番地２

生後６カ月～５歳児
幼稚園部門 満３歳～５歳児

気仙保育所 気仙町字三本松100番地 生後６カ月～５歳児

法人立

広田保育園 広田町字大久保25番地

生後６カ月～５歳児
米崎保育園 米崎町字川内140番地１
横田保育園 横田町字黄金山44番地
竹駒保育園 竹駒町字館13番地１
下矢作保育園 矢作町字諏訪44番地

各施設の詳細は
市ホームページを
ご覧ください

問い合わせ先 　市役所子ども未来課子育て支援係（内線255）

お申し込み
はこちら
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森林環境税の創設の趣旨

　森林は、木材の供給のみならず、温室効果ガスの削減や土砂災害の防止、水源のかん養などの機
能を有し、私たちに広く恩恵を与えてくれています。そのため、適切な森林整備などを進めていく
ことは、私たちの命や暮らしを守ることにつながります。
　このような森林の機能が将来にわたって健全に発揮されるよう、森林整備などに必要な地方財源
を安定的に確保する観点から、「森林環境税」と「森林環境譲与税」が創設されています。

森林環境税と森林環境譲与税

　「森林環境税」は、令和６年度から国内に住所を有する個人に対し、1人あたり年額1,000円が課税
される国税であり、市民税・県民税の均等割額と合わせて市が徴収しています。
　この税収は、「森林環境譲与税」として、市町村において間伐や人材育成・担い手の確保、木材利
用促進や普及啓発などの「森林整備およびその促進に関する費用」に充てることとされ、国から都道
府県や市町村に譲与されています。

森林環境譲与税を活用して森林整備の促進や
木材利用などを進めています

森林環境税 ・森林環境譲与税の仕組み

森林環境税

都道府県

市町村

国

森林環境譲与税

都道府県

森林の公益的機能の発揮

・地球温暖化防止機能
・土砂災害防止、国土の保全機能
・水源かん養機能

市町村

・間伐などの森林整備
・人材育成、担い手確保
・木材の利用促進、普及啓発など

国民 （納税義務者）

年間 1,000円を市民税・県民税の
均等割額と併せて徴収

令和６年度から徴収開始 令和元年度から譲与開始

森林環境譲与税を活用した令和６年度事業

　市では、森林環境譲与税を有効に活用し、適切な森林整備の促進などにつながる取り組みとして
令和６年度に次の事業を実施しました。
　なお、詳細は市ホームページにて公表しています。

事業名 事業内容 事業費

林業総務事務事業 分収林契約意向確認業務、森林クラウドシ
ステム利用料など 557万3,900円

市有林管理事業 市有林における倒木などの除去 23万１千円

地域木材利用促進事業 地域材を活用した木育遊具（木のたまごの
プール１基）の取得 140万８千円

林道管理事業 林道除草業務、林道橋梁補修工事、除雪に
係る重機借上など 1,504万4,006円

森林病害虫等防除事業 私有林における森林病害虫被害木の処理に
対する補助 278万円

林業振興支援事業 林業機械の購入、私有林における再造林、
下刈り、シカ被害対策に対する補助 393万3,584円

市有林造成事業 市有林における下刈り、シカ被害対策など 632万4,763円

活用額計 3,529万5,253円

森林環境譲与税基金積立 翌年度に繰越した事業の財源および将来の
森林整備に備えた基金への積立 1,296万4,747円

合　計 4,826万円

木のたまごのプール 下刈り後の市有林

問い合わせ先  市役所税務課市民税係（内線111・112・113） 問い合わせ先  市役所農林課林政係（内線472）

「森林環境税」についての
税金に関する詳細はこちら

「森林環境譲与税」についての
使途に関する詳細はこちら
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高校 ・ 大学などの奨学生を募集します

　市では、日本郵便㈱へマイナンバーカードに関する一部の手続きを業務委託しました。これによ
り11月４日㈫から、市内２カ所の郵便局でマイナンバーカードに関する一部の手続きができるよう
になりました。

手続き可能な郵便局

　矢作・広田郵便局

受付時間

　午前９時～午後４時（土日祝、12月29日～１月３日を除く）
　※ 矢作郵便局は、午後０時30分～１時30分まで、昼時間帯の業務を休止しているため受け付けで

きません。

対象者

　市内に住民登録のある人

対象手続き

　❶マイナンバーカードに搭載されている電子証明書の発行・更新
　❷マイナンバーカードに設定された暗証番号の初期化（再設定）
　※手数料は無料です。

注意事項

　・マイナンバーカードを忘れずにお持ちください。
　　（有効期限通知書、暗証番号記載票があれば併せてお持ちください。）
　・手続きには20分程度を要します。
　・ 郵便局では本人申請のみ受け付けが可能です。代理人による手続きはできません。15歳未満ま

たは成年被後見人による申請の場合は、法定代理人の同行が必要です。手続きには本人のマイ
ナンバーカードに加え、法定代理人に係る次の書類が必要です。

　　❶戸籍謄本、登記事項証明書などの法定代理人であることを証明する書類
　　❷法定代理人の顔写真付きの本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など）

その他

　電子証明書の発行、更新、暗証番号初期化の手続きについては、引き続き市役所市民課でも受け
付けています。
　なお、次の手続きは郵便局では取り扱いできないため、引き続き市役所市民課にて受け付けます。
　❶マイナンバーカードの交付申請
　❷マイナンバーカードの受領
　❸マイナンバーカードの券面変更（住所、氏名などの変更手続き）
　❹その他マイナンバーカードに関する手続きなど

　市では、向学心に富み、経済的な理由により修学が困難な学生を対象に、奨学資金を給付または
無利子で貸付する奨学生を募集します。

奨学資金の給付

対象 ： 大学または同程度の学校に在学・進学する人で、次の①～④のすべてに該当する人
　　　①経済的理由により修学が困難な人
　　　②成績が特に優秀である人
　　　　※高等学校などにおける全履修科目の評定平均値が５段階評価で4.0以上
　　　③ 給付奨学生の生計を維持する人が、給付の日の２年前から引き続き市内に住所を有して

いる人
　　　④健全で品行方正である人
給付金額 ： 月額…３万円　入学一時金…20万円
給付期間 ・ 時期 ： 月額…令和８年４月～正規修業年度
　　　　　　　　入学一時金…令和８年３月
募集人数 ： 20人程度

奨学資金の貸付

対象 ： 高等学校以上の学校に在学・進学する人で、次の①～④のすべてに該当する人
　　　①経済的理由により修学が困難な人
　　　②成績が優秀である人
　　　③貸与奨学生の生計を維持する人が、市内に住所を有している人
　　　④健全で品行方正である人
貸付金額 ：  高校  月額…１万円　入学一時金…10万円
　　　　　 大学 ・ 短大 ・ 専門学校など  月額…３万円　入学一時金…20万円
貸付期間 ・ 時期 ： 月額…令和８年４月～正規修業年度
　　　　　　　　入学一時金…令和８年３月
返還免除 ： 卒業後、次の❶および❷の両方に該当する人は、その期間中は返還を免除します。
　　　　　❶市内に居住している人
　　　　　❷就業している人（職場は市内外を問いません）
募集人数 ： 12人程度（大学など10人程度、高校生２人程度）

申請方法

　必要書類を市教育委員会学校教育課へ持参してください。
　※応募書類は市ホームページに掲載しています。
　　また、市教育委員会学校教育課の窓口でも配布しています。

申請期限

　12月12日㈮

市内２郵便局でマイナンバーカードの諸手続きを開始します

詳細は
こちら

申請 ・ 問い合わせ先 　市教育委員会学校教育課（内線522）

電子証明書とは

　マイナ保険証やコンビニでの住民票等交付サービスの利用などにおいて、本人である
ことを電子的に証明するもの。
　電子証明書の有効期限は、マイナンバーカードの発行日から５回目の誕生日までです。
　有効期限の２～３カ月前を目途に有効期限通知書が送付されますので、お手続きをお
願いします。通知書が来ていなくても有効期限の３カ月前から更新手続きが可能です。
　なお、電子証明書の有効期限が切れていても、手続きを行うことで再発行できます。

問い合わせ先 　市役所市民課市民係（内線132）
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市役所からの HOT LINE 市役所からの HOT LINE

令和７年度 市政懇談会を開催します

飲用水等給水施設整備費補助金の限度額を引き上げました

　市民の皆さんから、地域課題などについてご意見や要望などを広く伺い、
今後の市政に反映させるため、市政懇談会を開催します。

　   日　程

月　日 時　間 地　区 会　場
11月17日㈪ 午後６時30分～ 下矢作地区 下矢作地区コミュニティセンター
11月18日㈫ 午後６時30分～ 竹駒地区 竹駒地区コミュニティセンター
11月19日㈬ 午後６時30分～ 今泉地区 今泉地区コミュニティセンター
11月20日㈭ 午後６時30分～ 生出地区 生出地区コミュニティセンター
11月21日㈮ 午後６時30分～ 長部地区 長部地区コミュニティセンター
12月15日㈪ 午後６時30分～ 小友地区 小友地区コミュニティセンター
12月16日㈫ 午後２時00分～ 矢作地区 矢作地区コミュニティセンター
12月16日㈫ 午後６時30分～ 米崎地区 米崎地区コミュニティセンター
12月18日㈭ 午後６時30分～ 広田地区 広田地区コミュニティセンター
12月19日㈮ 午後６時30分～ 横田地区 川の駅よこた
12月22日㈪ 午後６時30分～ 高田地区 市コミュニティホール

問い合わせ先 　市役所企画政策課政策広報係（内線332）

　本年度より、水道未普及地域において飲用水などを確保するために実施する井戸ボーリング工事、
電気設備工事、配水管設置工事などに対する支援を拡充するため、次のとおり補助金の限度額を引
き上げました。

改正前 改正後

１戸当たり80万円まで １戸当たり100万円まで

※補助率は10分の８です。
※既に設置している施設の修理や交換は対象外です。

　また、水道未普及地域に限り、要望があれば井戸や貯水槽などへ応急的に給水を行いますので、
問い合わせ先までご連絡ください。なお、給水は有料（１㎥当たり150円）となりますので、ご理解を
お願いします。

問い合わせ先 　市役所上下水道課工務係（内線543）

詳細は
こちら

　バレーボールの国内トップリーグ大同生命SV.LEAGUEの公式戦が、夢アリーナたかたで行われます。
　ハイレベルなプレーを間近で見ることができる機会となりますので、皆さんで大きな声援を送り、一緒
に会場を盛り上げましょう！

日 時 ：❶11月22日㈯ （試合開始：午後１時５分）
　 　　❷11月23日㈰ （試合開始：午後０時５分）
場 所 ： 夢アリーナたかた
対戦チーム ： 大阪マーヴェラス（JT）

席種 ・ 価格 ・ 申込（購入）方法

問い合わせ先 ：  右の二次元コードから、陸前高田大会専用LINEオープンチャット
へお問い合わせください。

埼玉上尾メディックスホームゲーム陸前高田大会

2025-2026大同生命SV.LEAGUE WOMEN

 ①市民割チケット  （両日程、先着200名）
席 種 ： アリーナＡ席エンド（１階）
価 格 ： 1,000円
申込方法 ： 申し込みフォームから申し込み 
対 象 ： 陸前高田市民および本市出身の人
販売期間 ： 当日まで購入可能
※ 市民割チケットでの市外に在住している人の

同伴可。
※ 申し込み後、後日チケット購入に

ついてのメールを送付します。

 ②一般購入 　

席 種 ： 全席
価 格 ：  席種によって価格が異なります。

詳しくは次の二次元コードから
ご確認ください。

購入方法 ： チケット購入ページより購入
販売期間 ： 当日まで購入可能

市民割チケットの申し込みはこちら→ 一般チケットの購入はこちら→

問い合わせ先 　市役所交流推進課スポーツ交流係（内線418・419）

問い合わせ
はこちら

２階車いす席

２階一般席Ａサイド

プレイヤーズシートプレイヤーズシート

アリーナＡ席サイドアリーナＡ席サイド

２階一般席Ａサイド

メディックスブルーシート

２
階
一
般
席
Ａ
エ
ン
ド

ア
リ
ー
ナ
Ａ
席
エ
ン
ド

ア
リ
ー
ナ
Ａ
席
エ
ン
ド

メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト

メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト

アリーナ車いす席

AWAY HOME
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定期
連載

教えて その先の笑顔のため、いまできること
SDGs
とは?

自分の子どもや孫たちが暮らす未来に、住みやすい地球（世界）を
残すため掲げられた全世界の人が取り組むべき目標

あなたもぜひ
SDGsに
取り組んで
みませんか？

市役所からの HOT LINE 市役所からの HOT LINE

　市では、人口の減少および少子高齢化の進展などにより過疎化が進む状況に対し、人材の確保および育成、
雇用機会の拡充など、地域の持続的発展のための総合的かつ計画的な対策を推進するため、「陸前高田市過
疎地域持続的発展計画」を策定しています。
　現計画が令和７年度に終期を迎えるため、令和８年度からの新たな計画を策定するにあたり、市民の皆
さんからご意見やご提言を募集しています。
募集期限 ： 11月26日㈬
閲覧場所 ：  市役所企画部企画政策課、各地区コミュニティセンター（横田地区は川の駅よこた）、市立図書

館で閲覧できるほか、市ホームページでも確認できます。
　　　　　※施設での閲覧は、各施設の開館時間内のみ可能
　　　　　※ 市立図書館については、11月18日㈫から26日㈬までの間、蔵書点検による臨時休館となるた

め、アバッセたかたパブリックスペースに設置します。
提出方法 ：  閲覧場所に備え付けの回収箱への投函、郵送、FAXまたは提出フォームから提出してください。
　　　　　※任意様式でも構いませんが、住所、氏名、連絡先を明記してください。
提 出 先 ： 〒029-2292　陸前高田市高田町字下和野100番地
　　　　　市役所企画政策課政策広報係　FAX ： 0192（54）3888

問い合わせ先 　市役所企画政策課政策広報係（内線334）

　内閣府では、毎年11月12日から25日を「女性に対する暴力をなくす運動」の実施期間として定めて
います。期間中に行われる運動は、女性に対する暴力の問題に関する取り組みを一層強化すること
を目的としています。
　市では、本期間に併せて、次のとおり啓発活動を行います。

奇跡の一本松のライトアップ

　11月12日㈬から11月25日㈫までの間、高田松原津波復興祈念公園内の奇
跡の一本松をパープルカラーにライトアップします。
　パープル・ライトアップには、女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く
呼び掛けるとともに、被害者に対して「ひとりで悩まず、まずは相談してく
ださい。」というメッセージが込められています。

ライトアップ時間 ： 午後５時～９時

普及啓発活動

　本年度は11月16日㈰午前11時から、「男女共同参画サポーターの会気仙ブロックの会」の皆さんと、
暴力のない社会の実現に向けて啓発グッズの配布や相談窓口の普及啓発活動を行います。

　市役所の窓口での各種手数料の支払いに、スマートフォン決済サービス「PayPay」
が利用できるようになりました。

PayPay決済を利用できる対象窓口および手続き

　市民課窓口 ： 各種証明書発行手数料、火葬場使用料
　まちづくり推進課窓口 ： 犬の登録手数料、犬の狂犬病予防注射済票交付手数料、
 鑑札および注射済票の再交付手数料
　※これまでどおり、現金での支払いも可能ですが、PayPay決済との併用はできません。
　※土日祝日の支払いは現金のみとなります。

陸前高田市過疎地域持続的発展計画 女性に対する暴力をなくす運動が行われます

窓口でPayPay 決済が可能になりました

パブリックコメントを募集しています

普段の仕事の内容を教えてください

　今後、10年程度を目途に3,000本以上の桜を植樹し、東北随一の桜の名所『さ
くらの杜』を創り上げることを目指し、桜の植樹会の開催や植樹した桜の管理を
行っています。

SDGsに関する主な取組内容を教えてください

　かさ上げしていない未利用の低地、高田松原津波復興祈念公園や川原川沿いな
どで、市内外の人が参加する植樹会を開催し、交流人口の増加を目指しています。

SDGsに関する取り組みの展開、 目標などがあればお聞かせください

　現在、本市を訪れる観光客の多くは、国営追悼・祈念施設や津波伝承館など、
震災学習や被災地見学を目的に訪れていますが、こうした来訪者はいずれ減少し
ます。また、そういった観光客の多くが中心市街地などを訪れることなく、次の目的地へ向かっています。そのた
め、桜の名所という新たな観光コンテンツを創り出すことで、震災によらない継続的な観光誘客、桜並木をたどる
まちなかの周遊促進など、持続可能な地域づくりにつなげていきたいです。

これからの陸前高田市をどんなまちにしていきたいですか

　市内の児童生徒や植樹地に居住していた人を対象にした植樹会の開催に力を入れています。植樹会に参加したこ
とで地域に愛着を持ち、花を咲かせた桜に集まり交流を深めるきっかけになればと思っています。そうして、市民
の皆さんが「本市には『さくらの杜』という魅力がある」と誇りを持つ、そんなまちにしていきたいです。

さくらの杜プロジェクト
陸前高田協議会

協議会メンバーの熊
くま

谷
がい

正
まさ

文
ふみ

さん（右）と
酒
さかいまなぶ

井学さん（左）

本市は、令和元年（2019年）7月に「SDGs未来都市」に県内で初めて選定されました。
「その先の笑顔のため、いまできること」編では、本市でSDGsの達成に向け積極的に取り組んでいる
人・団体、関連イベントなどを紹介しています。

問い合わせ先 　市役所市民課市民係（内線133）
　　　　　　　　市役所まちづくり推進課生活環境係（内線123）

提出
フォーム
はこちら

パープルカラーにライト
アップされた一本松

問い合わせ先 　市役所まちづくり推進課コミュニティ係（内線125）

性犯罪・性暴力被害者のための
ワンストップ支援センター…＃8891

性犯罪被害相談電話…＃8103

キュアタイム
電話 チャット

相談窓口
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学びを通じ、未来を創造する、心豊かでたくましい人づくり

生涯学習情報

学校通信

盛岡大学 ・ 盛岡大学短期大学部公開講座受講生募集

　市では、生涯学習の一環として、誰もが参加できる学びの場を提供するため、盛岡大学・盛岡
大学短期大学部公開講座を行います。ぜひご参加ください。

日　　　時 ： 12月６日㈯　
　　　　　午前９時45分～正午 （受付：午前９時15分～）
場　　　所 ： 市コミュニティホール　大会議室
定　　　員 ： 50名
申込方法 ： 専用の申込書または申し込みフォームにより申し込みください。申込書は市教育委員

会教育総務課窓口で配布するほか、市ホームページからダウンロードできます。
申込期限 ： 11月25日㈫
申し込み ・ 問い合わせ先 ： 

　　　　　市教育委員会教育総務課生涯学習・芸術係
　　　　　〒029-2292　陸前高田市高田町字下和野100番地
　　　　　☎0192（54）2111（内線552）　FAX：0192（54）3888

　がんは、生活習慣病と同様に生活習慣が大きなリスク要因
となります。食品成分の中には、がんの発症や伸展に良くも
悪くも影響するものがあります。がんの発症、がんの予防に
対する食品成分の作用とその機構について概説し、がん予防
としての食品成分について考えます。

　線状降水帯、台風の大型化、農作物の高温障害、熱中症の
増加、魚種の変化等々、〈気候危機〉の影響は既に私たちの足
元で多面的に顕在化しています。〈気候危機〉とはどんな問題
なのか。なぜ解決が困難なのか。私たちにできることは何か。
一緒に考えてまいりましょう。

がんと食生活　～がん予防としての食品成分～
講師 ： 宇

う

野
の

茂
しげ

之
ゆき

氏 （盛岡大学栄養科学部栄養科学科　教授）

気候危機と私たちにできること
講師 ： 長

は

谷
せ

川
がわ

公
こう

一
いち

氏（盛岡大学 ・ 盛岡大学短期大学部　学長）

問い合わせ先 　高田東中学校 ☎0192（55）2756

高田東中学校だより

今月は、高田東中学校の学校生活や日々の取り組みの様子をお届けします

様々な交流活動  ～クレセントシティ交流、 住田中学校との合唱交流～

文化祭 「ともに ～認めあう、 支えあう、 信じあう～」

運動会で地域に元気と感動を

　現在の中学３年生が生まれたばかりの14年前、
平成23年５月は震災直後であり、様々な学校行事
の開催が中止になっていたそうです。そんな中、
地域を元気づけるために当時の小友中学校で行わ
れた、通称「がれきの中の運動会」は大きなニュー
スとなり、地域に感動を届けました。
　その後、広田・米崎・小友の３つの中学校が統合して生まれた高田東中学校は本年で
開校13年目を迎えました。当時の中学生の意思を受け継ぎ、本年も盛大に行われた運動会。
開会行事では、統合前の中学校の文化が風化しないように、３校が当時歌っていた応援
歌をそれぞれの組団で披露しました。私たち高田東中学校生は、これからも３つの地域
の方々の思いを受け継ぎ、新たな文化を築いていきます。

　本校の２大行事である文化祭。本年もその大きな行事を全校一丸
となって成功させるべく、夏休み前から準備に取り組んできました。
特に力を入れていたのは、本校の伝統になっている合唱文化の強化
です。
　本年度は「日

にっきょうこう

教弘いわて出前講座」として、小
お

原
ば ら

一
か ず

穂
ほ

先生を本校に
招き、文化祭の全校合唱「ほらね、」の指導をしていただきました。歌
詞の一つ一つを大切にし、その情景を思い浮かべながら歌うことや、
合唱を作るのは歌い手であり、一人一人が意識を高めて歌うことの
大切さなど、多くのことを学びました。
　そして、10月25日㈯に「ともに～認めあう、支えあう、信じあう～」
の生徒会スローガンのもと、本校の文化祭が盛大に開催されました。
朝からたくさんの地域の方々にご来校いただき、わたしの主張や英
語暗唱などの個人発表、吹奏楽部の演奏、そして学級・学年合唱など、
生徒の想いが込められた発表が地域に届けられました。文化祭のフィ
ナーレでは、全校合唱「ほらね、」に加え、これまで学校をリードしてきた第13期生徒会執行部からのメッセージが、
後輩たちに届けられました。いよいよ11月からスタートした高田東中学校第14期生徒会。きっとこれまでの伝統
を引き継ぎ、さらに本校を発展させてくれると信じています。

　本校では総合学習の一環として、カキの種付け・収穫体験学習や職場体験学習、
津波避難行動体験学習などの地域の方々と生徒が交流する学習活動を通して、多
くのことを学んでいます。今回は本年度の交流活動の中で特に印象的だったもの
を２つ紹介します。

　１つめは、９月12日㈮に行われたクレセントシティ市の市民
訪問団の方々との交流です。生徒各自が持ち寄った雛人形など
の日本文化や書道・折り紙を紹介したりと楽しく交流する中で、
英語を使ったコミュニケーションを学びました。
　２つめは、９月29日㈪に行われた住田中学校３年生と本校３
年生の合唱交流です。お互いの合唱文化の発展を願い、本年度
初めて企画。昨今の学校統合による学校数の減少で、他の中学
校と交流する機会が少なくなっており、他校の合唱文化に触れ
られる貴重な交流会となりました。

講座１

講座２

無 料

お申し込み
はこちら
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地域包括支援

センター発 介護お茶のみ話

も
し
も
の
と
き
の
た
め
の
話
し
合
い

「
人
生
会
議
」
っ
て
な
に
？

　
皆
さ
ん
は「
人
生
会
議
」を
ご
存
じ
で

す
か
。

　
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
い
い
、
も
し
も
の
と

き
の
た
め
に
、
あ
な
た
が
望
む
医
療
や

ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、
家
族

や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
な
ど
と
繰
り
返

し
話
し
合
い
、
共
有
す
る
取
り
組
み
の

こ
と
で
す
。　

　
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
具
体
的
な
取
り
組
み

　
市
で
は
、
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

❶ 

わ
た
し
の
「
生
き
る
」
ノ
ー
ト
、
終
活

ノ
ー
ト
の
推
進

　

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
備
え

て
、
自
身
の
情
報
や
希
望
を
あ
ら
か

じ
め
ま
と
め
て
お
く「
生
き
る
」ノ
ー

ト
、
終
活
ノ
ー
ト
の
作
成
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

❷
「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」
の
推
進

　
「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」と
は
、
あ
な

た
と
大
切
な
誰
か
が
、
も
し
も
の
と

き
の
た
め
の
話
し
合
い（
も
し
バ
ナ
）

を
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る

  

11
月
か
ら
広
が
る
感
染
症    

　
秋
が
深
ま
り
、
空
気
が
乾
い
て
く
る

と
感
染
症
が
流
行
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
特
に
11
月
か
ら
冬
に
か
け
て
は
次

の
病
気
が
目
立
ち
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
38
度
以
上
の
発
熱
、全
身
の
だ
る
さ
、

関
節
痛
、咳
や
の
ど
の
痛
み
が
出
ま
す
。

毎
年
11
月
ご
ろ
か
ら
増
え
始
め
、
１
〜

２
月
に
大
き
な
流
行
を
迎
え
ま
す
。
予

防
接
種
は
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
吐
き
気
や
下
痢
、
腹
痛
を
引
き
起
こ

す
胃
腸
炎
で
す
。
感
染
力
が
強
く
、
家

族
内
で
一
気
に
広
が
る
こ
と
も
。
11
月

〜
２
月
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

●
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

　
咳
が
長
く
続
く
の
が
特
徴
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
か
か
り
ま
す
。例
年
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
増
え
ま
す
。

  

元
気
な
体
を
つ
く
る
生
活
習
慣  

　

感
染
症
を
防
ぐ

に
は
、
日
々
の
生

活
で
体
の
抵
抗
力

を
高
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ゲ
ー
ム
で
す
。
こ
の
ゲ
ー
ム
を
通
じ

て
、
人
生
に
お
い
て
大
切
な
「
価
値

観
」や
自
分
自
身
の「
あ
り
方
」に
つ

い
て
話
し
合
い
、
気
づ
き
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
❶
「
終
活
ノ
ー
ト
作
成
講

座
」、❷「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
の
体
験
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
❶
、
❷
に
つ
い
て
、
興
味
や
希
望
が

あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

● 

も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
体
験
会
＆
生
き
る

ノ
ー
ト
作
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
講
座
で
は
、
参
加
者
で
「
も
し
バ
ナ

ゲ
ー
ム
」を
体
験
し
、
そ
の
後
、「
生
き

る
ノ
ー
ト（
終
活
ノ
ー
ト
）」を
一
緒
に

作
成
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
:
11
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

場
所
:ア
バ
ッ
セ
た
か
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ペ
ー
ス

対
象
:市
内
在
住
の
人

定
員
:20
名

申
込
期
限
:11
月
26
日
㈬

❶
手
洗
い

　
帰
宅
し
た
と
き
や
食
事
前
は
、
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。
せ
っ
け
ん
を
使
い
、

よ
く
泡
立
て
な
が
ら
、
爪
、
指
の
間
、

親
指
、手
首
を
し
っ
か
り
も
み
洗
い
し
、

流
水
で
流
し
ま
す
。手
洗
い
し
た
後
は
、

髪
や
マ
ス
ク
、
自
分
の
顔
な
ど
を
触
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

❷
十
分
な
睡
眠

　
睡
眠
不
足
は
免
疫
力
を
下
げ
ま
す
。

睡
眠
を
し
っ
か
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

❸
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

　
野
菜
・
魚
・
肉
・
乳
製
品
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
、
３
食
食
べ
ま
し
ょ
う
。

❹
室
内
環
境
を
整
え
る

　
乾
燥
は
喉
や
鼻
の
粘
膜
の
防
御
力
を

下
げ
ま
す
。
適
度
な
湿
度（
50
〜
60
％
）

を
保
ち
、
換
気
し
て
新
鮮
な
空
気
を
入

れ
ま
し
ょ
う
。

  

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
家
族
を
守
る  

　
吐
物
の
処
理
を
行
う
と
き
は
、
最
初

に
換
気
し
、
新
聞
紙
な
ど
で
吐
物
を
覆

い
、
静
か
に
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。
消

毒
に
は
、
塩
素
系
漂
白
剤
を
使
用
し
、

処
理
し
た
後
は
、
手
を
丁
寧
に
洗
い
ま

し
ょ
う
。
感
染
し
た
人
の
衣
類
は
他
と

分
け
て
洗
い
、
85
℃
以
上
の
熱
湯
で
１

分
以
上
の
消
毒
も
有
効
で
す
。

　
日
々
の
生
活
習
慣
を
整
え
な
が
ら
、

こ
の
冬
も
笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

か
ら
だ
を
守
ろ
う
！

冬
の
感
染
症
予
防

保
健
だ
よ
り

525

132

問
い
合
わ
せ
先

   

市
役
所
保
健
課

健
康
推
進
係（
内
線
２
３
６
）

  

チ
ー
ム
け
せ
ん
の
和　
下
和
野
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
・
み
ん
な
の
相
談
室

☎
０
１
９
２（
２
２
）７
３
６
６

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

  

市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
１
５
）

問
い
合
わ
せ
先

３歳６カ月健診を受診した子を紹介

９
26

鈴
すず

木
き

葵
あお

唯
い

 ちゃん
（小友町）

黄
き

川
かわ

田
だ

紗
さ

千
ち

 ちゃん
（高田町）

吉
よし

田
だ

愛
ま

凛
りん

 ちゃん
（米崎町）

戸
と

刺
さし

一
いち

華
か

 ちゃん
（高田町）

内
うち

海
うみ

葵
あお

斗
と

 くん
（高田町）

菅
かん

野
の

瑛
えい

介
すけ

 くん
（竹駒町）

山
やま

崎
ざき

　 芳
はな

 ちゃん
（矢作町）

熊
くま

谷
がい

直
なお

華
か

 ちゃん
（矢作町）

太
おお

田
た

　 悠
はる

 くん
（横田町）

及
おい

川
かわ

莉
り

未
み

 ちゃん
（高田町）

伊
い

藤
とう

瑚
こ

桜
はる

 ちゃん
（高田町）

佐
さ

々
さ

木
き

結
ゆ

菜
な

 ちゃん
（米崎町）
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ゼロカーボンで
もっといいまち

ゼロカーボン（脱炭素）とは ： 温室効果ガス、特に二酸化炭素（CO２）の排出を実質ゼロにすること

ゼロカーボンで
もっといいまち

ゼロカーボン（脱炭素）とは ： 温室効果ガス、特に二酸化炭素（CO２）の排出を実質ゼロにすること

第８ 回

問い合わせ先 　市役所脱炭素推進室（内線341）

　本市は、2050年カーボンニュートラルに向けて環境省が選定する脱炭素先行地域に選ばれました。
　本連載では、市が推進する脱炭素に向けた取り組みについて紹介していきます。

慶　　弔

数字で見る陸前高田市 （令和７年９月30日現在）

※届け出人が希望した人のみ掲載
※氏名は通常字体で掲載

▪建物 ０件 （ ２件）
▪林野・その他 ２件 （ ６件）
▪出動件数 66件 （ 756件）
▪搬送人員 63人 （ 727人）

▪人身事故 ２件 （ 15件）
▪物損事故 26件 （ 173件）
▪負傷者 １人 （ 25人）
▪死亡者 １人 （ １人）
▪飲酒運転 ０件 （ ４件）

▪男　性 8,123人 （ －18人）
▪女　性 8,749人 （ －15人）
　　計 16,872人 （ －33人）

（出生６人　死亡30人）
世帯数7,550 世帯（－４世帯）

市内の火災救急活動

（　）は１月からの累計
９

月

市の人口（住民登録人口）

（　）は前月比　出生・死亡数は９月分
市内の交通事故

（　）は１月からの累計
９

月

（令和７年９月16日～10月15日届け出分）

おめでた （　） は保護者・字名

お幸せに （　） は字名

お悔やみ （　） は年齢・字名

男の子

横田 神
か ん

原
ば ら

　 一
はじめ

（智
と も

也
や

・金成）

高田 吉
よ し

田
だ

瑛
え い

翔
と

（壮
そ う

希
き

・大石）

米崎 大
お お

和
わ

田
だ

琉
る

稀
き

（直
な お

平
ひ ら

・館）

広田 高
た か

橋
は し

駕
か な た

向 （寛
ひ ろ

信
の ぶ

・袖野）

女の子

横田 守
も り

屋
や

陽
ひ

菜
な

（歩
あゆむ

・志田実）

高田 永
な が

山
や ま

し き （悟
さとる

・鳴石）

米崎 菅
す が

原
わ ら

彩
あ

生
き

（大
だ い

樹
き

・川内）

おめでた （　） は保護者・字名

お幸せに （　） は字名

お悔やみ （　） は年齢・字名

矢作 菅
か ん

野
の

吉
き ち

郎
ろ う

（80歳・馬越）

佐
さ

々
さ

木
き

千
ち

枝
え

子
こ

（88歳・二田野）

村
む ら

上
か み

正
ま さ

男
お

（49歳・坂下）

横田 伊
い

藤
と う

孝
た か

子
こ

（95歳・黄金山）

和
わ

野
の

ト キ ヨ （103歳・橋の上）

石
い し

川
か わ

　 毅
つよし

（84歳・袋沢）

竹駒 佐
さ

藤
と う

美
み

穂
ほ

子
こ

（63歳・細根沢）

佐
さ

藤
と う

モ ト 子
こ

（96歳・新田）

気仙 菅
か ん

野
の

ミ エ 子
こ

（81歳・内野）

村
む ら

上
か み

國
く に

之
の

助
す け

（95歳・田の浜）

菅
か ん

野
の

伸
し ん

之
の

介
す け

（34歳・水上）

遠
と お

野
の

鮎
あ ゆ

美
み

（25歳・要谷）

藤
ふ じ

村
む ら

ミ ネ （95歳・要谷）

高田 及
お い

川
か わ

ケ イ 子
こ

（88歳・鳴石）

田
た

村
む ら

孝
た か

雄
お

（83歳・鳴石）

八
や

巻
ま き

弘
こ う

子
こ

（89歳・鳴石）

阿
あ

部
べ

ハ マ ヨ （100歳・中和野）

吉
よ し

田
だ

み さ お （53歳・中田）

村
む ら

上
か み

喜
き

代
よ

子
こ

（89歳・荒沢）

熊
く ま

谷
が い

　 武
たけし

（89歳・長砂）

米崎 村
む ら

田
た

光
み つ

子
こ

（70歳・高畑）

金
こ ん

野
の

　 司
つかさ

（84歳・川内）

大
お お

和
わ

田
だ

喜
き

久
く

雄
お

（76歳・川西）

金
こ ん

野
の

つ ぎ 子
こ

（71歳・脇の沢）

田
た

中
な か

舘
だ て

與
よ

吉
き ち

（92歳・脇の沢）

千
ち

葉
ば

サ チ 子
こ

（97歳・和野）

吉
よ し

田
だ

ス ミ 子
こ

（90歳・沼田）

小友 及
お い

川
か わ

　 勝
まさる

（80歳・茗荷）

小
こ

松
ま つ

幸
こ う

平
へ い

（94歳・唐笠松）

鈴
す ず

木
き

陽
は る

夫
お

（87歳・獺沢）

広田 村
む ら

上
か み

滿
み つ

夫
お

（81歳・平畑）

佐
さ

々
さ

木
き

マ ス ミ （82歳・中沢）

佐
さ

々
さ

木
き

照
て る

雄
お

（91歳・田端）

村
む ら

上
か み

勝
か つ

也
や

（88歳・天王前）

大
お お

和
わ

田
だ

一
い ち

郎
ろ う

（88歳・大陽里）

髙
た か

木
ぎ

幸
ゆ き

子
こ

（87歳・袖野）

小水力発電設備の導入推進

　森林・水資源活用モデルエリアである横田地区において、気仙川の支流である３河川（本宿川、小坪川、
槻沢川）への小水力発電設備（計197kW）の導入を推進します。

小水力発電とは

　小水力発電は、一般的な水力発電と比較して小出力ですが、ダムのような大規模構造物を必要とせず、
小河川や農業用水路、上下水道施設などさまざまな水流を利用して発電を行うことができます。流量と落
差があれば、基本的にはどこでも発電することができ、また発電にあたりCO２が発生しないため、脱炭
素に資する環境配慮型の発電設備といえます。昼夜関係なく安定して発電することができることも特徴の
１つです。

発電方法

　小水力発電では、水の落差により生まれた水流で水車を回し発電します。
　本市の計画では、河川上流に設置した取水堰と導水管を通じてヘッドタンクに河川水を貯水し、水圧管
を通じて低所に設置した水車に水を導くことにより落差を生み、その落差で生まれた水流で水車を回すこ
とにより発電する「水路式」を想定しています。

小水力発電所の設備構成例

本市が取り組む

脱炭素先行地域計画について

計画名 脱炭素と資源循環で実現する農林水産業振興
～復興の先の創造的産業振興モデル～

詳細は
こちら

取水堰 導水管 ヘッドタンク 水圧管

発電所建屋水車配管水車・発電機

建 屋 外

建 屋 内
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地域の話題 地域の話題

インドの郷土芸能に挑戦しました

三陸国際芸術祭 陸前高田 ・ アジアリンクプログラム

楽しくサッカーの技術を学ぶ

第 11回川崎フロンターレにこにこサッカー教室

陸前高田の魅力がいっぱい‼

産業まつり ・ あゆの里まつり

国際交流で多様性や多文化共生のあり方を学ぶ

高田高校生がシンガポール派遣事業の成果報告

　10月６日㈪、郷土芸能と現代アーティストの交流
などを通して震災復興を応援する「三陸国際芸術祭」
のプログラムの一環として、インドの古典舞踊「ガル
バ」を学ぶワークショップが米崎小学校の体育館で開
催されました。
　当日は、同校の５・６年生約50人が、インドから
来日したダンサーのマスーム・パルマーさんからガ
ルバが生まれた背景や基本的な４つのステップを習
い、輪になって踊りに挑戦しました。
　踊りを体験した覚

かく
張
はり

咲
さ

月
つき

さん（米崎小６年）は「ダン
スと聞いて難しそうだと思っていたけど、踊ってみ
たら分かりやすくて楽しかった。またやってみたい」
と目を輝かせていました。

　川崎フロンターレのスクール・普及コーチからサッカーの技術を学ぶ「にこにこサッカー教室」が、９月
28日㈰に川崎フロンターレ東北のカリフロニアフィールドで開催されました。

　教室には小学生34人が参加し、低学年と高学年の２つのグルー
プに分かれて、鬼ごっこやボールを使ったマルバツゲームなど
のユニークなメニューや試合形式のミニゲームを通してサッ
カーを楽しみました。
　参加した小

お
野
の

寺
でら

陽
あかり

さん（米崎小６年）は「コーチも他の参加者も
一緒になってサッカーを楽しめた。試合の中ではキーパーとし
てコーチのボールを止めることができてよかった。今後は、ま
すます周りを見て協力するプレイをしたい」と振り返っていまし
た。

　市産業まつりがアバッセたかた周辺を会場に10

月25日㈯、26日㈰の２日間にわたり開催され、大
勢の来場者で賑わいました。
　本年は、市内事業者や友好都市など合わせて88団
体が出店。本市自慢の特産品や加工品、交流都市な
どの自慢の品々やステージイベントを通して、会場
一体となってにぎわいを作り出していました。
　また26日㈰には、横田町の川の駅よこたを会場
に第19回横田あゆの里まつりも開催。あいにくの
雨模様にも関わらず、開会直後からたくさんの地域
住民らが訪れ、虎舞の披露や祝い餅つき、高田幹部
交番によるパトカー乗車体験など、さまざまな催し
で活気があふれていました。

　10月５日㈰、本市との友好関係が続くシンガポールへ今夏派遣された高田高校の生徒による帰国報告会
が、市コミュニティホールで行われました。
　派遣事業に参加した同校の金

きん
野
の

萌
も

花
か

さん（２年）、荒
あら

木
き

栞
か

凛
りん

さん（２年）、鶴
つる

嶋
しま

祐
ゆう

成
せい

さん（２年）、小
お

島
じま

奈
な

々
な

さん（１年）、山
やま

田
だ

暖
の

心
あ

さん（１年）の５人は、出席した学校関
係者や市民ら約20人に向け、７日間の派遣期間での体験や
学びを報告。「交流した現地の大学生がかるたなどの日本文
化を心から楽しんでいる姿に感動した」というエピソードや、
食事習慣などの違いに触れ「知らない環境でもまず知ろうと
することが大切だと感じた」といった思いを紹介し、それぞ
れが自身の成長した姿を見せていました。思い思いに現地での体験を発表する生徒たち

ダンスで

国際交流

一緒に

楽しく

秋の定番

みんなで

踏破

成長を

報告

みなさんからの情報をお寄せください。

市役所企画政策課 （内線 334）
市ホームページでは、広報に掲載しきれなかった

写真やイベントを紹介しています。

マスームさん（左）とガルバを踊る生徒たち

当日水揚げされた水産物を購入する来場者たち（産業まつり） 郷土芸能として披露された横田町第４区虎舞（あゆの里まつり）

恒例の餅まきには、多くの人が集まりました（産業まつり）

コーチと一緒にサッカーを楽しみました

豊かな自然と復興の街並みを感じて

みちのく潮風トレイルウォークin陸前高田
withポケモンローカルActs

　青森県から福島県までをつなぐ長距離自然歩道「みちのく潮風トレイル」の一部を歩くウォークイベント
が、10月５日㈰、市内で開催されました。
　ポケモンのキャラクター・ピカチュウとイシツブテも駆け付けた本イベントには、ハイカーはもちろん、
多くの親子も参加。関係者やポケモンに見送られながらスタート
した約400人の参加者は、奇跡の一本松や震災遺構の気仙中学校
などをまわり、復興の様子に触れながらゴールを目指しました。
　盛岡市から訪れた島

しま
津
づ

壮
そう

汰
た

さん（小学２年）は、父・賢
さとし

さん、母・
佳
か

奈
な

さんと親子３人で参加。「一本松がとても大きかった。近く
にあったヒョロ松くんのタイルアートも楽しかった」と充実の表
情を見せ、賢さんも「こういうイベントで高田が盛り上がってほ
しい」と思いを寄せました。 街並みを楽しみながら笑顔で歩く参加者たち
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Information
開
催
し
ま
す

こ
ど
も
図
書
館
ち
い
さ
い
お
う
ち

ち
い
さ
な
手
づ
く
り

ク
ラ
フ
ト
バ
ザ
ー

　
こ
ど
も
図
書
館
ち
い
さ
い
お
う
ち

で
は
、「
ち
い
さ
な
手
づ
く
り
ク
ラ

フ
ト
バ
ザ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

　
バ
ザ
ー
で
は
、
布
小
物
、
編
み
物

雑
貨
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
ぬ
い
ぐ
る

み
、
陶
器
、
木
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
の

温
も
り
あ
る
手
作
り
の
品
を
販
売
し

ま
す
。
こ
だ
わ
り
の
あ
る
古
本
や
レ

ト
ロ
な
雑
貨
を
取
り
そ
ろ
え
た
山
猫

堂
蚤の

み

の
市
や
ベ
ー
グ
ル
パ
ン
、
焼
き

菓
子
販
売
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時
:
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
２
時

場
所
:こ
ど
も
図
書
館
ち
い
さ
い
お

う
ち
（
竹
駒
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
）

問
い
合
わ
せ
先
:こ
ど
も
図
書
館
ち

い
さ
い
お
う
ち
（
高た

か

橋は
し

）
☎
０
８
０

（
６
０
３
０
）１
２
８
２

高
校
生
が
郷
土
料
理
を
伝
授
し
ま
す

高
校
生
に
よ
る

郷
土
料
理
伝
承
会

　
大
船
渡
地
方
農
業
振
興
協
議
会
で

は
、
高
校
生
に
よ
る
郷
土
料
理
伝
承

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
:
11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

午会
場
:大
船
渡
市
働
く
婦
人
の
家 

調

理
室（
大
船
渡
市
盛
町
字
中
道
下
１
ー

３
）

対
象
:郷
土
料
理
に
興
味
が
あ
る
小

学
生
以
上
の
人

講
師
:県
立
大
船
渡
東
高
等
学
校
食

物
文
化
科
３
年
生

料
理
:か
ま
も
ち

参
加
費
:無
料

定
員
:16
名（
先
着
）

持
ち
物
:エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
容
器

申
込
期
間
:
11
月
17
日
㈪
〜
19
日
㈬

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
:大
船

渡
地
方
農
業
振
興
協
議
会（
事
務
局：

大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
９
２（
２
７
）９
９
１
８

岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ

詩
の
朗
読
会

　
岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
詩
の
朗

読
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
地
方
の
豊

か
な『
ケ
セ
ン
弁
』で
つ
な
ぐ
、大
い
な

る
詩
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
予
約
不
要
で
入
場
も
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
:
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
20
分

会
場
:市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル 

大

会
議
室

題
名
:『
気
仙
語
の
魅
力
を
詩
の
聲こ

え

で
』

講
師
:岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
常
任
理

事 

照て
る
い
り
ょ
う
へ
い

井
良
平
氏

問
い
合
わ
せ
先
:岩
手
県
詩
人
ク
ラ

ブ
（
松ま

つ

崎ざ
き

）
☎
０
９
０
（
５
５
９
５
）

１
６
４
６

募
集
し
ま
す

気
仙
地
区
障
が
い
者
作
品
展

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
気
仙
地
区
障
が
い
者
作
品
展
実
行

委
員
会
で
は
、
作
品
展
の
出
展
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

部
門
:❶
絵
画
❷
書
道
❸
写
真
❹
工

芸
❺
施
設
や
作
業
所
な
ど
の
製
品

出
品
点
数
:１
人
１
部
門
に
つ
き
１

点
ま
で（
未
発
表
の
も
の
）

申
込
方
法
:市
福
祉
課
窓
口
で
申
し

込
み

申
込
期
限
:12
月
１
日
㈪

開
催
期
間
:
12
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

会
場
:ア
バ
ッ
セ
た
か
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
:気
仙

地
区
障
が
い
者
作
品
展
実
行
委
員
会

（
事
務
局
：
市
役
所
福
祉
課
福
祉
係
）

（
内
線
２
１
４
）

宮
城
県
立
気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校

令
和
８
年
度

普
通
課
程
一
般
選
考
一
次
募
集

　
気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

令
和
８
年
度
普
通
課
程
一
般
選
考
一

次
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
科
名
:自
動
車
整
備
科
、オ
フ
ィ

ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

訓
練
内
容
:自
動
車
整
備
科
２
年
間
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
１
年
間

応
募
対
象
者
:高
等
学
校
な
ど
を
卒

業（
見
込
み
）し
た
人
ま
た
は
同
等
以

上
の
学
力
の
人

募
集
人
数
:定
員
15
人
か
ら
実
施
済

み
の
推
薦
選
考
合
格
者
を
除
い
た
人

数受
付
期
間
:
11
月
６
日
㈭
〜
21
日
㈮

ま
で（
最
終
日
必
着
）

選
考
日
:
12
月
５
日
㈮

選
考
方
法
:学
力
考
査（
国
語・数
学
）

お
よ
び
人
物
考
査（
面
接
）

費

用

:
入
学
者
選
抜
手
数
料 

２
，２
０
０
円
。
入
学
時
に
は
、
入

学
金
、
授
業
料
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
:気
仙
沼

高
等
技
術
専
門
校

☎
０
２
２
６（
２
２
）７
０
６
８

お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
の
悩
み
に

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
や
母
、
離
婚
を

考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
弁
護
士
に

よ
る
特
別
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す

（
要
予
約
）。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
:
12
月
１
日
㈪
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

場
所
:大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎
２
階

第
１
会
議
室

対
象
:ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、

寡
婦
な
ど

内
容
:離
婚
や
親
権
・
養
育
費
問
題

な
ど

費
用
:無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
:県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
☎
０
１
９

（
６
２
３
）８
５
３
９

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

令
和
７
年
国
勢
調
査
に
係
る

電
話
照
会
を
行
っ
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
現
在
、
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
回
答
の
内
容
を
確
認
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
へ
電
話
で
問
い
合
わ

せ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
従
来

の
市
代
表
番
号
（
５
４
ー
２
１
１
１
）

に
加
え
て
、
次
の
国
勢
調
査
専
用
番

号
を
使
用
し
て
問
い
合
わ
せ
を
し
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
専
用
番
号
:

❶
０
８
０（
８
６
０
２
）６
８
２
５

❷
０
８
０（
８
６
０
２
）６
８
２
６

問
い
合
わ
せ
先
:市
役
所
総
務
課
行

政
係（
内
線
３
１
３
）

市
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

蔵
書
点
検
に
伴
い

臨
時
休
館
し
ま
す

　

市
立
図
書
館
は
蔵
書
点
検
の
た

め
、
11
月
18
日
㈫
か
ら
26
日
㈬
ま
で

の
間
、
休
館
と
し
ま
す
。

　
蔵
書
点
検
は
、
年
に
１
度
、
不
明

資
料
の
確
認
や
資
料
を
正
し
い
場
所

に
並
べ
る
た
め
の
大
切
な
作
業
で

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
休
館
中
も
、
返
却
ポ
ス
ト
は
開
放

し
て
い
ま
す
の
で
、
返
却
す
る
際
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
聞
は

ア
バ
ッ
セ
た
か
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
で
閲
覧
で
き
ま
す
（
25
日
を

除
く
）。

問
い
合
わ
せ
先
:市
立
図
書
館

☎
０
１
９
２（
５
４
）３
２
２
７

税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

税
を
考
え
る
週
間

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
の
１
週
間
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す
。
こ
の
機

会
に
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
と
税
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
:

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向

か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展

　
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
:11
月
10
日
㈪
〜
17
日
㈪

会
場
:ア
バ
ッ
セ
た
か
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
（
本
市
の
小
学
生
の
作

品
）、
サ
ン
・
リ
ア
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
北
側
階
段
（
大
船
渡
市
・

住
田
町
の
小
学
生
の
作
品
）

問
い
合
わ
せ
先
:大
船
渡
税
務
署

☎
０
１
９
２（
２
６
）３
４
８
１

申
請
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

　
市
で
は
、
結
婚
に
伴
う
新
生
活
を

応
援
す
る
た
め
、
新
婚
世
帯
の
住
居

費
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
お
よ
び
引
越

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
補
助
金
の
利
用
を
検
討
し
て
い

る
人
は
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
補
助
金
の
詳
細
は
、
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
:市
役
所
企
画
政
策

課
政
策
広
報
係（
内
線
３
３
４
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
、
大

学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か

か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

融
資
額
:子
ど
も
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

金
利
:年
３・１
５
％
※
母
子
家
庭
な

ど
の
場
合
、
年
２・
７
５
％
（
10
月

１
日
現
在
）

返
済
期
間
:20
年
以
内　

使
い
道
:学
校
納
付
金
、
受
験
費
用
、

自
宅
外
通
学
に
必
要
な
住
居
費
用
、

教
科
書
代
な
ど

保
証
:公
益
財
団
法
人
教
育
資
金
融

資
保
証
基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ
る

保
証
可
）

問
い
合
わ
せ
先
:教
育
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
ー

０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま

た
は
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

岩
手
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

岩
手
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

　
12
月
１
日
㈪
か
ら
、
岩
手
県
最
低

賃
金
が
時
間
額
１
，０
３
１
円
に
改

正
さ
れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
各
種

支
援
策
も
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
岩
手
労
働

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
:岩
手
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
☎
０
１
９（
６
０
４
）

３
０
０
８

　故・輝
て る

夫
お

さんと結婚後、子１人、孫３人、ひ孫１人に
恵まれています。
　新聞を読むことを日課に、デイサービスにも通いなが
ら元気に暮らすカトリさん。この日は、孫が勤める大船
渡プラザホテルに親族約20人が集まり、百寿を盛大に祝
いました。温かなお祝いを受けたカトリさんは、「ありが
とう、ありがとう」と涙を浮かべながら喜んでいました。

村
む ら

上
か み

カトリさん（広田町）　
大正14年10月３日　広田町生まれ

祝いの

市では、めでたく満百歳を迎えた人に記念品を贈り、長寿を祝いました。
※希望した人のみ

第13回
お弁当届けようお弁当届けよう

プロジェクトからお知らせプロジェクトからお知らせ

　りくぜんたかたお弁当届けようプロジェクト
から、第13回お弁当配布のお知らせです。
　市内の子育て世帯を対象に１日100食限定で
お弁当を配布します。子育て中の家族のために、
栄養バランスを考えたお弁当です。初めての人
もぜひお申し込みください。

日 時 ： 12月５日㈮　午後４時～６時　　
受取場所 ： 市コミュニティホール
対 象 ： 高校生以下の子どものいる世帯
　　　　　※お弁当は世帯の人数分まで。
費 用 ： 子ども無料、大人300円
　　　　　※当日お支払いください。
申込日時 ： 11月24日（月・祝）午後６時～
　　　　　※予定個数に達した時点で締切
申込方法 ： 申し込みフォーム
　　　　　から申し込み

おやこの広場きらりんきっず ☎0192（47）3908問い合わせ先

2829 広報りくぜんたかた2025年（令和７年）11月号広報りくぜんたかた



TAKATA-U15

★
主役は君だ
※U15とは…15歳以下の子ども達のこと

を意味します

このコーナーでは日ごろ、大会などでの好成績を
目指し市内で練習に励んでいる子ども達を紹介し
ます。

　試合のときには、チームのみんなで
協力し合って諦めないでやりきれること
がチームの強みです。
　12月で３年生は引退しますが、最後
まで全力で楽しみながら勝てるように頑
張ります。

チーム名 （学校名）

代表

Esperazul いわて陸前高田VBC

及川 克政 さん

おいかわ かつまさ

種目 バレーボール

チームスローガン つなぐ

団員12人

泉　琉愛 さん

（３年）

住田中学校
いずみ る　　い

キャプテンからのコメント

エ ス ペ ラ ス ー ル

キムチ汁

　キムチのピリッとした辛味が食欲をそそり、一年
中おいしくいただけるメニューです。学校給食では、
低学年でも食べやすいように、みそ味をベースにキ
ムチの量を調整しています。お好みによって、白菜、
もやし、きのこや魚介類などを使用して、アレン
ジを楽しめます。
　キムチは、さまざまな健康効果が期待できます
ので、ご家庭でもぜひお試しください。

❶ 豚肉と豆腐は一口大、えのきたけ・にら・しらたき
は、食べやすい大きさに切る。

❷ 水に、いちょう切りにした人参と大根を入れて煮る。
❸ ❷に豚肉、えのきたけ・しらたき・豆腐を加えて、煮
えたらキムチを汁ごと入れてひと煮する。

❹ 🅐🅐で調味して味を整えたら、にらを加えてさっと煮
てできあがり。

豚もも肉 .............. 80ｇ
木綿豆腐......... １/３丁
白菜キムチ........... 25ｇ
大根 ....................100ｇ
人参 ...................... 40ｇ
えのきたけ........... 30ｇ
にら....................... 25ｇ
しらたき............... 50ｇ

材料 （４人分）

作り方

問い合わせ先 学校給食センター ☎0192（55）2073

［1人分］
エネルギー...80kcal食塩相当量...1.1g

今月の

おすすめ

レシピ 給食の人気メニュー！

　　酒 ..........................大さじ１/２
　　みりん.................... 小さじ１弱
　　濃口しょうゆ .........　  〃  　
　　赤色辛みそ......................10ｇ
　　淡色辛みそ.....................   〃 
　　中華だし（顆粒）...大さじ１/２
　　水 ...............................３カップ

🅐🅐

※市内医療機関および金融機関等の事業所で、広報りくぜんたかたを購読希望の場合は左記発行元へご連絡ください。
※広報りくぜんたかた 11月号（№1200）の印刷経費は１部 144.84円（税抜き）、発行部数は 7,250部です。
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K O H O  R I K U Z E N TA K ATA

特 集

地域の伝統を
今に受け継ぐ
式年大祭

高田町の式年大祭
※関連ページ（Ｐ３）

陸前高田市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

伝
統
の

　風
流
山
車
を

　
　
　
　後
世
へ


